
広報きりゅう平成29年５月号

・

　
　

　
平
成
29
年
市
議
会
第
１
回
定
例

会
に
お
い
て
、「
桐
生
市
下
水
道

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
」
が
可
決
さ
れ
、
10
月
分
か
ら

下
水
道
使
用
料
、
農
業
集
落
排
水

使
用
料
を
段
階
的
に
改
定
し
ま

す
。

　
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
を
使

用
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
御
負
担

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
今
後
も
よ

り
一
層
の
経
営
努
力
に
努
め
ま
す

の
で
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
課
業

務
係
（
☎
内
線
７
４
９・６
７
８
）、

新
里
支
所
地
域
振
興
整
備
課
建
設

係
（
☎
74
２
２
１
８
）
へ
。

使
用
料
改
定
の
経
緯
に
つ

い
て

　
平
成
27
年
11
月
に
、
庁
内
に
下

水
道
使
用
料
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
平
成
28
年
１
月
ま
で
に
３
回

の
会
議
を
重
ね
、
使
用
料
改
定
の

素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
作
成
し
た
素
案
を
、

行
政
側
の
偏
っ
た
意
見
と
な
ら
な

い
よ
う
、
市
民
の
代
表
で
組
織
さ

れ
た
下
水
道
使
用
料
審
議
会
へ
諮

問
し
、
平
成
28
年
５
月
か
ら
10
月

ま
で
全
５
回
に
わ
た
っ
て
審
議
、

検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
使
用
料
改
定
は
や
む
を

得
な
い
と
い
う
答
申
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
答
申
内
容
を
踏
ま
え
、
平

成
29
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に

使
用
料
改
定
議
案
を
上
程
し
、
審

議
の
結
果
、
可
決
さ
れ
今
回
の
改

定
に
至
り
ま
し
た
。

使
用
料
改
定
の
理
由

　
公
共
下
水
道
事
業
の
う
ち
、
汚

水
処
理
費
に
関
し
て
は
、
使
用
し

て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

下
水
道
使
用
料
に
よ
り
賄
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の

経
営
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
不
足
し
て
い
る
分
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
年
間
約

６
億
円
の
繰
入
金
（
税
金
）
に
よ

り
補
っ
て
き
ま
し
た
。

  

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
繰
入
金

の
中
に
は
公
共
下
水
道
区
域
外
の

市
民
の
税
金
も
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
税
の
公
平
性
を
欠
く
事
と
な

り
、
一
般
会
計
の
財
政
状
況
を
圧

迫
す
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。

  

ま
た
、
平
成
17
年
の
市
町
村
合

併
か
ら
10
年
が
経
過
し
て
い
ま
す

が
、
桐
生
地
区
（
新
里
町
、
黒
保

根
町
を
除
く
地
区
）
と
新
里
地
区

（
新
里
町
）
で
下
水
道
使
用
料
が

統
一
さ
れ
ず
、
同
じ
公
共
下
水
道

を
使
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
使
用
料
に
不
均
衡
が
生
じ
て

い
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
下
水

道
使
用
料
の
改
定
を
行
い
、
使
用

料
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

長
年
据
え
置
い
て
き
た
理
由

　
下
水
道
使
用
料
が
大
幅
な
引
き

上
げ
に
な
っ
た
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
平
成
９
年
度
の
使
用
料
改
定

以
来
、
20
年
近
く
使
用
料
を
据
え

置
い
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

  

平
成
17
年
の
合
併
時
の
す
り
合

わ
せ
事
項
と
し
て
、
段
階
的
に
調

整
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
平
成
20
年
に
使
用
料
改
定

10
月
か
ら
下
水
道
使
用
料
、

農
業
集
落
排
水
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

に
つ
い
て
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
検

討
に
入
り
ま
し
た
が
、
当
時
、
燃

料
費
や
原
材
料
の
高
騰
な
ど
に
よ

る
地
場
産
業
に
及
ぼ
す
影
響
や
、

ご
み
袋
の
有
料
化
の
検
討
が
さ
れ

て
い
る
中
で
の
下
水
道
使
用
料
の

値
上
げ
は
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
と
判
断
し
見
送
り
ま
し
た
。

  

ま
た
、
平
成
24
年
度
に
改
定
す

る
予
定
で
準
備
を
進
め
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
市
民
生
活
に
も

大
き
な
影
響
が
生
じ
た
こ
と
と
、

平
成
26
年
４
月
に
消
費
税
の
増
税

が
迫
っ
て
い
る
状
況
で
の
値
上
げ

は
、
市
民
並
び
に
市
内
企
業
の
不

安
は
計
り
知
れ
ず
、
こ
れ
ら
社
会

情
勢
を
勘
案
す
る
な
か
で
再
度
見

送
る
と
い
う
経
過
と
な
り
ま
し

た
。
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収入と汚水処理対象経費の推移

20 億円

14 億円

８ 億円
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度

年平均約 6.2 億円の不足

11.7 億円

10.7 億円 10.8 億円 10.6 億円
10.9 億円

17.2 億円 17.2 億円 17.3 億円 16.9 億円 17.1 億円

汚水処理対象経費
・維持管理費など

収入
・下水道使用料など
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処理区域 現行使用料 平成 29年 10 月から 平成 30 年 10 月から 平成 32 年 4月から

桐生地区

基本使用料

10㎥まで
750円

基本使用料

10㎥まで
1,000 円

基本使用料

10㎥まで

従量使用料

11㎥～

1,000 円

110 円

基本使用料

10㎥まで

従量使用料

11㎥～

1,000 円

150 円

従量使用料

11㎥～ 100㎥
76円

従量使用料

11㎥～ 100㎥
76円

従量使用料

101㎥～ 5,000㎥
77円

従量使用料

101㎥～ 5,000㎥
77円

従量使用料

5,001㎥～
78円

従量使用料

5,001㎥～
78円

新里地区

（農業集落

排水事業

を含む）

基本使用料

10㎥まで
1,000 円

基本使用料

10㎥まで
1,000 円

従量使用料

11㎥～ 30㎥
110 円

従量使用料

11㎥～ 100㎥
110 円

従量使用料

31㎥～
150円

改定後の使用料計算例

桐生地区

平成 29年 10月改定
基本使用料（10㎥まで）
1,000 円

従量使用料（11㎥～ 20㎥）
10㎥× 76円＝ 760円

消費税
140円

１か月分の使用料
1,900 円

２か月分の使用料
3,800 円

平成 30年 10月改定
基本使用料（10㎥まで）
1,000 円

従量使用料（11㎥～ 20㎥）
10㎥× 110円＝ 1,100 円

消費税
168円

１か月分の使用料
2,268 円

２か月分の使用料
4,536 円

平成 32年４月改定
基本使用料（10㎥まで）
1,000 円

従量使用料（11㎥～ 20㎥）
10㎥× 150円＝ 1,500 円

消費税
200円

１か月分の使用料
2,700 円

２か月分の使用料
5,400 円

新里地区（農業集落排水事業を含む）

平成 29年 10月改定
基本使用料（10㎥まで）
1,000 円

従量使用料（11㎥～ 20㎥）
10㎥× 110円＝ 1,100 円

消費税
168円

１か月分の使用料
2,268 円

２か月分の使用料
4,536 円

平成 32年４月改定
基本使用料（10㎥まで）
1,000 円

従量使用料（11㎥～ 20㎥）
10㎥× 150円＝ 1,500 円

消費税
200円

１か月分の使用料
2,700 円

２か月分の使用料
5,400 円

下水道使用料、農業集落排水使用料改定の概要
急激な値上げを避けるため、平成 29年 10月、平成 30年 10月、平成 32年４月の 3段階で使用料を改定します。

※下水道使用料、農業集落排水使用料は、２か月に１度の上水道の検針による使用量に応じて算出します。よって、
1か月分ごとの使用料については、使用量を２分の 1にして基本使用料及び従量使用料の算出根拠としています。

5 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

１か月の標準的な使用量 20㎥（２か月で 40㎥）使用した場合。消費税は８％
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